
(6月

人口 201， 337人
投手事 51， 0611主著書
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=*本紀子さん

昭和33年10月 4臼生まれ

の1ら払東京出身。ミスエ

-Jレフラシスから松竹に入

社。 49年にテレピ「愛と誠J，
'"デピュ』。オd主が得意。

恵まれたプロボ}ションと

若さでお待の新人。

つ
で
も
竹
師
り
で
す
@
「
今
年
は
ど
ん
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
今
培
は

一
な
飾
り
が
」
と
、
平
塚
の
七
夕
に
タ
せ
一
般
の
ピ
ル
、
事
務
所
な
ど
に
も
飾
り

一
る
期
待
は
、
実
に
こ
の
話
棋
な
竹
飾
D

付
け
白
陥
刀
を
呼
び
か
け
て
い
ま
ナ
。

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
的
年
は
、
竹
怖
と
れ
ら
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
b
ま
つ
D

…
D
コ
ン
ク
ー
ル
に
一
一
一
円
八
1
1

じ
山
、
刊
に
し
王
子
っ
と
の
官
制
に
よ
る
も
心
で
す

十
六
日
拡
が
事
加
さ
れ
ま
idが
」
し
、
夜
が
、
今
咋
は
仁
賞
金
も
搭
揃
岳
民
会
段

一
車
用
の
部
に
は
、
四
十
五
点
の
多
加
を
一
弘
階
か
ら
存
加
、
手
足
の
感
D
Kげ
に
大
与

一
宇
レ
た
。
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
動
き
な
力
と
な
っ
て
〈
れ
て
い
ま
す
。

…
個
性
、
留
の
特
徴
、
色
町
が
路
覚
、
品
位
一
方
、
今
年
も
子
供
会
、
幼
推
閤
酬
な

造
形
、
世
田
情
、
品
缶
悼
の
パ
ラ
Y
ス
、
夜
ど
へ
、
竹
を
棋
判
刊
で
紀
D
ま
ず
。
人
の

景
の
部
で
は
、
業
し
く
…
見
物
で
き
る
服
、
心
の
ふ
れ
あ
い
の
山
崎
と
も
な
る
わ
け
で

磁
を
と
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
す
か
ら
、
飾
D
付
け
に
は
去
〈
四
人
の

が
加
え
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。
手
を
民
間
わ
す
こ
と
を
踊
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ゅ
芥
レ
で
も
竹
飾
り
の
内
子
供
た
ち
の
潰
し
い
怨
い
出
と
な
る
よ

容
は
秘
中
の
秘
、
は
た
し

τ今
年
の
出
う
な
対
を
υ

生
み
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

来
ば
え
は
ど
う
一
か
、
一
↓
百
万
人
が
見
守
と
思
い
ま
ナ
。

同

}毘

市内

市民セジタ}

街

周辺白地域

モセン丘一

天
の
川
の
ま
ち
平
塚
に
、
こ
と
し
も
七
夕
が
や
っ
て
ま
い
っ
主
し
た
。
今
年
は
第
二
十
七
回
目
の

色
存
じ
の
よ
乏
仁
、
七
夕
ま
つ
り
期
一
三
十
日
前
一
は
P
移
動
し
$
阜
3

9

P属
中
の

七
夕
ま
つ
っ
と
し
て
、
七
万
七
尽
か
ら
十
一
沼
ま
で
の
五
段
間
同
開
鑓
さ
れ
ま
す
。
戦
後
、
問
問
干
の
各
問
中
は
、
駅
の
構
内
、
駅
前
半
j

ミ
ナ
午
前
中
は
従
業
r一
お
主
官
、
正
午
か
ら

中
市
で
幾
つ
か
の
お
ま
つ
り
、
か
企
画
さ
唱
し
れ
、
そ
し
て
淡
え
て
い
き
ま
し
た
。
新
し
く
生
れ
た
お
ま
つ
り
ル
は
人
の
読
で
う
む
き
が
と
れ
尽
く
な
使
十
}
時
ま
で
の
問
は
、
梅
用
町
駅
前
貯

を
工
夫
し
、
改
善
し
、
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
大
変
な
こ
と
で
あ
る
か
が
わ
か
っ
主
す
。
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
駅
前
広
場
の
}
部
の
東
側
が
乗
り
謁
と
な
る
も
の
で
す
。

九
ゲ
}
品
作
に
し
た
D
、
バ
ス
や
ハ
イ
ヤ
ー
{
臨
時
電
車
}
平
底
止
ま
り
の
臨
時

平
塚
の
市
民
は
そ
れ
を
や
っ
て
の
け
て
き
た
の
で
す
。
こ
と
し
も
多
く
の
企
画
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
の
雰
品
を
移
動
さ
せ
る
な
ど
話
芝
軍
用
も
謹
配
さ
れ
ま
す
。
平
日
全
曜

す
。
な
お
一
一
層
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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}
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銀
山
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d
p、
ロ
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七
バ
十
汀
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七
十
似
の
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が
子
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F

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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中
と
〈
に
、
ハ
ヲ
イ
旅
行
費
が
副
賞
と
し
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
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て
贈
ら
れ
る
と
あ
っ
て
娘
主
主
建

H
七
夕
弘
子
は
、
松
竹
り
手
。
去
、
パ
ス
高
季
語
が
話
れ
ま
ナ
。
襲
名
メ
イ
シ
ス

践
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
ま
つ
り
が
誤
十
九
牢
は
、
投
票
率
交
代
・
二
の
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
の
新
人
道
本
木
紀
フ
ナ
さ
ん
と
一
住
吉
慌
で
二
部
の
バ
ス
の
乗
白
川
お
変
D

J

1
ト

主

義

室

D
は
、
例
年

7
a

と
な
る
台
月
十
自
が
審
議
院
選
軒
、
九
辱
前
の
昭
和
田
十
三
年
が
、
六

ζ

の
審
査
は
、
初
ロ
の
七
月
七
百
午
ま
し
汁
写
ま
ナ
。
厚
木
、
伊
勢
原
、
寝
野
方
面
行
ど
お
D
駅
前
交
華
民
か
ら
、
中
央
地
下

月
単
の
持
母
音
と
重
な
り
ま
す
。
し
た
が

0
・
田
宮
、
他
市
霊
の
吋
開
通
量
按
二
時
か
ら
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

1
v
:
;
ょ
;
?
き
の
バ
言
、
日
前
大
通
り
の
平
華
道
天
皇
差
点
ま
で
の
聞
は
、
初
日
の

?
ド
ト
諮
問
詳
説
的
話
料
か
は
け
M
V
拾
い
れ
れ
M
M
詩
封
印
日
…
一
二
百
万
人
一
一
何
一
日
付
日
間
口
認
可
詰
枯
れ
目
白

き
で
径
と
、
二
兎
霊
長
の
市
と
ぞ
」
と
い
5
こ
と
に
な
り
ま
7
0

女
性
(
高
校
長
は
除
く
)
で
す
匂
申
し
ー
の
竹
節
り
い
ミ
ナ
ん
に
勇
霊
高
校
官
官
場
な
り
手
。

ζ
の
銀
座
通
り
童
話

し
ず
ほ
頭
の
痛
い
と

2で
す
。
さ
と
三
で
、
む
タ
の
昼
を
あ
な
た
む
ま
率
的
習
は
六
月
二
十
五
日
、
「
ニ
ソ
一
一
一
一
↓
ベ
一
明
か
ら
と
な
り
手

3

辺
地
域
も
逗
か
ら
露
に
か
け
て
、

と
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
三
年
前
の
昭
苧
に
と
、
昨
年
復
活
さ
件
、
大
差
涯
反
群
レ
く
は
平
塚
市
役
所
崎
工
課
内
{
七
七
夕
ま
つ
り
の
中
小
は
、
な
ん
と
い
門
ハ
イ
ヤ
ー
}
乗
D
揚
が
花
田
側
に
大
幅
に
混
脳
え
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

ま
し
で
も
、
い
つ
も
と
患
っ
た
伯
郡
引
が

行
な
わ
れ
ま
ず
か
ら
、
マ
イ
カ
ー
で
の

一
世

hm

阿
見
物
は
、
避
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
a

U
心

一

一

-

h

γ

ヤ
一
一
一
;
い

民

!

ク
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j
ン
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げ

な

七

夕

に

川

甘
タ
容
を
き
れ
い
な
臨
時
で
お
迎
r

え
し

ょ
っ
と
、
十
年
来
黙
々
と
局
持
を
説
け

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
わ
J

ま
す
。
平
塚

市
青
時
間
協
議
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

七
室
言
霊
誇
の
赤
ち
ゃ
ん
も

ち
ヨ
一
一
十
六
時
で
す
。

E
密
告
支
え
V
Q

青
年
た
ち
の
中
か
ら
-
Eフ
し
た
運
動

が
生
れ
で
き
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
う

れ
し
い
己
と
で
す
。
今
回
の
場
合
、
七

月
十
日
の
日
曜
日
早
朝
五
時
か
ら
、
中

心
商
活
白
白
持
持
老
行
う
と
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
ザ
む
、
草
者
貸
し
て
あ

げ
て
ぐ
だ
さ
い

9

設存苦岩会七夕まつりプログラム大認決会会
7日(木〉

14' 00 七夕まつ担竹飾り

'" ミス七タコンテスト

ゲストー CBSY:::.-有吉ジュジ

砂 川崎市消防音楽隊パlレ』ド 中心

夕 日産車体ノ《トン・トクヨーズパレ」ド ク

16' 00 市内小学校音楽隊パレ」ド タ

9 平壇空宇道場協会少年少女バレ}付 夕

9 詰式消防保存会木選Dまとい行進 タ

19' 00 七三タ去っ哲?甘缶百コンクー)C夜景審笈市

88 (金コ
10 ∞七夕まつD竹飾白コジク表彰式

13・00 平塚郷土伝統芸能公演ひ》時浄瑠盟コ

ヂ ミミス七生揖童署パレード

.. ミス七夕撮影会

15' 30 七夕おど Dパレ-f'

98 (土〉
10' 00 七夕まつD撮影会

モデノレ・ハヲイのフラダンスチ』ム

13' 00 ミス七夕市中訪問パレード

17: 00 テレビ朝日公開生放送

番組「ベテジグ・アッフワ

出演'前田主主君主仁三子:フメYケコーナーコ

ア才._])，-ブス、農Jli 起

真木ひでと、シぷ旦}

罰金・江木佳央、松本ちえ己

o入場議申し込みー宮製はがきに[下折、氏名、年

齢、職業、電話番号、平抵七夕 7Jl9日放送入場

希望と記入の上、東京都港ば六本木干 106テレビ

朝日 fヤングアソプ入場帯型悼Jへ、摘め

30B&語、抽選

10自 C日〉
]0 ，∞平密文化連盟公演(詩吟、子供日説会コ市民ヨシター

.. 七夕まつ担撮影会

: 00 七三タ女王豆、ミス七三タ市中訪問パレード市 街 地

県警富音楽隊とカラ} ブアードノミレ}ド 中 じ、 街

京浜女子大高等部音主主~*.7'\レ~ド タ

横浜市栴防音主主隊パレ」ド タ

SUN. マ}チジグ，スク」ルパV~ i'-~シ

18' 30 ラジオ関東公開録音「歌謡ショー行民乞ンター

出演・内山田洋とク}ノレファイブ

伊東町bか D、山本1)ン夕、

や入場券申し込み・往復はがきに住折、氏名、年

齢、職業、議話番号を記入の上、干220世話市民区

ラジオ関東「平壕七夕まつD歌話シコ」持Jへ、

締め切白 羽田必着、拍選

11飽仁丹コ

13' 00 平語文化連頭公演〈民揮、民謡コ

]o ' 00 七夕おとkJ.市民地おどD大会

1勺

平電信用金区賀

市民巴ン31-
中心、主[j

0 。
11邑

J、
'i~'、中

り
消防署に1レンジヤ}と呼ばれる#話室、と救助の分

絃がある。今月は、市政モニタ」の岩崎ノブ子さ

ん(48歳コに、活績の様子を取材していただいたe

iiiiifii記長与野;母島的諮題liiiifi
j;iiiiiiH15H事盤機ι;jjHi
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マ
a
i
p
i
z
日
捜
し
に
臼
ざ
し
が
強
く
な
り
、
今
年
も
い
や
な
光
信
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
す
る
季
節
と
な
っ
た
。
今
年
は
、
幸
い
平
埋
市
内
で
:
ム

マ

i
-
2
一
は
ま
告
発
言
し
い
な
い
か
「
油
断
天
敵
」
ょ
っ
き
也
か
わ
か
ら
な
い
の
が
光
袋
ス
モ
ッ
グ
。
昨
年
は
平
塚
市
塁
八
問
手

ji--ム

マ
2213:一
生
し
、
宮
中
白
ど
が
痛
い
な
ど
の
被
欝
が
二
十
六
人
も
出
て
い
る
。

2
2
i
ム

そ
の
税
額
案
、
と
な
勤
務
し
て
い
る
考
古
1
マ
ン
は
、
お
納
税
し
た
ん
は
、
六
月
下
両
な
ろ
仁
税
な
い
人
な
P
ほ、

品

。

よ

そ

六

月

か

ら

斉

室

、

賞

与

や

結

務

署

か

ら

遺

言

一

受

Zれ
る
金
書
を
て
い
た
戸
ま
た
い
。
こ
の
蝿
合
、

そ
む
で
は
、
そ
の
あ
ら
芋
U
と
手
議
与
を
受
け
取
る
と
き
に
、
勤
務
先
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
。
そ
の
際
、
同
封
さ
れ
昭
和
五
十
一
年
分
自
礎
定
申
告
書
珍
品

き
の
方
法
を
持
知
ら
せ
し
よ
ラ
。
意
侍
さ
れ
る
。
し
か
し
、
給
与
以
件
に
た
還
待
請
求
書
に
所
要
由
事
項
を
記
入
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
時
間
の
穣
出

志
村
を
受
け
ら
れ
る
人
}
所
得
が
あ
っ
た
h
u
J
一
か
所
以
よ
か
ら
し
て
、
都
婆
唱
に
援
出
し
て
い
た
だ
き
申
告
を
し
て
、
特
別
蹴
現
を
受
け
る
。

遼
事
受
け
』
れ
る
の
は
、
昭
和
五
給
与
を
も
FJっ
て
い
る
た
め
に
確
定
噌
た
い
。
苦
手
す
る
と
、
税
童
主
透
群
レ
い
こ
と
は
、
平
塚
税
弱
署
(
榊

年
分
の
所
樽
税
を
約
め
た
人
a

た
告
を
主
令
、
勤
務
先
一
か
急
事
レ
付
金
の
支
払
い
通
知
書
が
雪
れ
で
〈
琵
・
一
四
C
C
U
へ
お
た
ず
ね
を
ブ

広聴パトローJレ

9 24日 花水公民館 須賀公民館

7月 1日 丸E 公民館 公所公民館

ヂ 22日 吉沢公民館 ゴニ腫公民館

8月 5臼 誠島公民館 同時公民鎗

9月16日 豊田公民沼 金日公民館

9 即日 i金目公民館 広I11神社

10月 7臼 神"十公民館 横内公民館

。21日 大野公民館 八幡公民館

タ 28日 中原公民館 南原公民館

11月 4日 松原公民貧官 崇普公民館

察E吏絹談窓/溺予約語夜行政センラZ一宮(22)2111 
<>法揮相談毎月第2鰐 3金曜臼 13時 -16時〈受付自時革、電

話でも可コその他、毎月詐育相談、交通事故相談、内職相談、

般本自談なとコ

2お3
心配己主相談・毎週月閣臼く鰐5を徐<)131時 -15時
母子相談・平田、百時.......15時30分・常設

家庭沼譲相談・平目、 9時 -16時・常設

高齢者耳鍛童相諦ぺ平日書時3C分-16時・常設

結婚相談・毎週日輔自1C時 -161時
7.(受付[式相談掬始時間かき〉

市民穏談室/市役所管(23)1111 

一般i'1i1翠相談.7 J'l12日〈火蝿日コ・ 13時 -16時 人数に借j援がある

人権品律相談・ 7月 2日正土躍Eヨ〉・ 13時-16時
行政務酎E談 .7J'l2臼 E士滞日〉・ 13時 -16時
登昔話招談・ 7月 8日〈金盟臼) .13時-16時
宅地建物相談・ 8月初日('/(曜日〉・ 13時 -16時 人数に制棋があ晶

住宅相談・ 6J'l21日仁火曜日) .1事時-16時
諮問噂案〈特許〉相談・ 7J'l4Bζ月蝿白〉・ 10時 -15時
下請取引巡回あっせん.6fl16B仁木摺臼〉・ 13時 -16時

泊費生活相談・毎週水繁華B・10時-15時
背 世 母 相談。平区、事時-16時・常設仁膏'a;年寄璽〉

@交通事故指談毎週月曜日・ 10縛-16時場新交通安全協品開

φ霊安胃 相談@月額臼-1I!IJ理軍毘 e 盟関'-151理教育事移紛f椴富樫霊



判
露
市
議
会
忌
万
二
十
五
日
調
言
語
議
案
主
常
任
委
員
会
丘
四
役
員
会
が
行
わ
れ
、
議
長
に
岩
間
辰
雲
、
部

一
一
議
震
伝
片
章
常
災
民
が
選
出
さ
れ
た
.
ま
だ
当
初
予
鼻
で
計
上
苦
れ
て
い
た
「
岡
崎
小
学
校
校
合
新
増
築
工
事
」
な
互
の
工
事
清

一
一
負
棄
と
重
富
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
請
な
ど
八
議
案
が
可
決
さ
れ
ち

議 主義

岩ali宝蔵氏
重野鼠クラブ所属 C60歳〉

市議3期農業経営

E耳之官60C番地

E敬勃ミ賂〉

委員 企 総務経清常任委員金 環境厚生常任護員会

主委員長 摘出主主平 〈民社〉 主藍沢三郎 GとE眉〉
冨Ij昏員長 小 宮 滋 夫 〈新風コ 出縄元治 仁親政〉

雪委 員 飯 尾 常 男 〈共盤〉 原辛子 (共産〉
dシ 問主マ膏言司 〈新風〉 ノNII'桂 勧 〈新風〉。 藤沢慢範 仁親政〉 相原丘己主郎亡新鼠〉

'" 神探在主主郎仁民社〉 土屋照久 仁革新〉

4 須藤新平 〈新風〉 関慰霊害〕 亡社会〉.. 内藤敬一 仁社会〉 府 I11勝司 Csi'，'社〉
水島具す璽 E親政〉 片倉情夫 く親政〉

各常任委員会

望書員合 !教育民生常任委員全 | 都 市 建 設 常 任 委 員 会

番員長!木村勝治 仁社会) I山崎格 〈毅政〉

副委員長I/Jサ木誠一 仁親政) I田元害 (共産〉

委員 |高 久二 郎 〈新風) I井 出 兵 治 仁新風〉

ク i山 田 容 治 仁新風) I落 合 良 延 仁新嵐〉

.. I富田常蔵 C公開 ) I直吉田 晃 α詩的

.. I伊藤畠治 〈新風コ lノ'J'清水忠義仁親政コ

" I高梨与四郎仁革新コ!神谷際 亡革新コ

タ |市111 清 f親 政) I 相涼~郎 (親政コ

タ !脅吉田義信 仁社会) I宮111武 夫 〈社会3
"星崎幸雄 仁民社) I相原輝吉 〈民社〉
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九
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よ
く
協
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さ
れ
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い
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と
い
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協
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六
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収
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九
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人
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収
納
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九
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九
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崇
川
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都
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九
ム
軒
(
五
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課
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山
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ニ
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あ
っ
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あ
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収
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誌
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、
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と
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あ
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収
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す
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と
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収
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潔
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重
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場
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軒
の
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納
税
貯
蓄
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(
二
八
九
組
合
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九
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ま
し
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HUI山IlIIHIなるべく指定された月 t:lhlllll!llllH1

君月 江豊島中苧校主主域

型月 太洋中学校区域

印鑑登録吊j度i!'変わD、印鑑賞鋸且Eを交付している

ので、 9月初日までに印鑑を持番しτ申講をし℃くだ

さい。

E手続ぎ響曲忠程E

4月神間中学校底捜

7月浜岳中学校区横

。とき昔月30お〈木〉
'10時3担分~121時 須盟主主畏轄、才在京自治会摺

・13時3色分~1，時蜜士見公民館、諏訪町会館

巡面否蚕却す時半~l自時半 11時~12持「
S月 初 段 購 入翼 土

仁金〉 消 防揮 5分 在百今里ストアよ乙

&月278 韓 両金 田

f月コ 横内団地集会場かすみ構たもと

5汚288 万 部設 所

亡火〉 貝塚 白地 聾金所襲金所まえ

畠 汚主 宰沼 中腰 上諮問 崎

正水〉 臼校神社よ ζ 市営



投票区投票所

1 花;j(台母子寮

2 平芸家立業高校

3 花水会館

4 花木小学校

5 ィロ〈公認貧富

E 農薬会 館

広域

花水台、撫子原、法ケlW，

黒部丘

翠平、虹ケ浜

音量誠ケj丘、袖ケ浜

桃浜町、松鼠lllJ

八重段町、代償問了

夕鶴ケ丘、久領窓7 須賀公民館

B 須賀保育園

吉 港d惜学校

高話台、千おf可賠 C須賀番地合む〉

割町、本以掛町 C須賀番地合む〉

10 松原公民館

11 平器市役所

12 崇善公民舘

松1京地ぽび自模111東 側 を 合uコ

宮松町、浅間田丁、追分、大原

紅谷町、明石町、宮の前、主主lllJ

13 見附古討本育館 錦町、知附町、平塚新?泊¥平塚の一

部ぐ八問主路東側〉

14 1血液センター 量葉原町、.iZ.E寄宿J
15 私立柳田J保育l者平境¢一部 C八間道路西!Hil・L間道う

百]錦南側〉

16 帯日野'1'学校 中堅、上平塚、桜ケ丘、平塚の一部

G語道5@J組北側D
17 平塚高等寄護学院 途上グ丘、諮訪防、富士見町

18 南原公民館 関額一丁目から三了回、鴇尿

19 ひばり幼稚綴 御殿-l回から三三丁呂、中原上惜の

一昔日てきそ田11口聞の
20 中原小学校 ヰー在京一了悶から三7医、中原上摺・

下街の一部 (1日伊勢原県道東側〉

21 大努中学校 東中島気-丁目、ニゴ呂、新町、中原

上摺¢一部

22 大野公民館 真土仁大野

23 農協八橋出張所西八幡一丁臼ヲ目、四之宮・中

原下宿の}部 (E百八嬬白北側コ

24 八幡づい止法 東八橋一丁包~完了目、八喝、四之

宮¢一部仁下郷付近〉

25 大野小学校 昭之宮亡上郷 a 下榔付近を除く〉

真土の一吉e(大野小付近〉

26 神間公民館 巴村、 [9之宮の一部 ζ上 郷 付 近3
27 大神集会所 大神、吉際

28 横内[ 占地集会場横内

29 坊主島公民館 誠島地区

30 豊田公民館 霊墨田地区

31 金自公民館 余白地ぽ

32 1自公民館 禄廷、機

33 山城中学校 山下、高摂、万回

34 勝毘刻、学校 出縄、高対

35 主温小学校 公所、河内、根坂間

36 王宮沢公民館 止二百沢、 F吉沢

37 土屋公民館 土霞

38 金 EI小学校 南金尽

39 金自公民館 片岡、府11、 千 須 谷

40 私立金沼保育園ゴι金岳、真田

41 岡崎公民館 岡崎

京投票に行くときは、郵送される「投祭所入場整澄券Jに

書いてある投票明白場析を防止確認してからお出かけを。

3題
4争投繁華寺務

午前7時から午後6a寺まで

C投票所が変更した滋IZも

あ Dます。投票所入場蕗理

券にE記載された授業所名を

漣認してくださいe

平草市選挙管遺書害関金

電 話 (23)1111内隷494

しあわ栓は切るく

IEtλ、選挙から

こんな'-'"こは '1I111111illllllllilli!l111l111l11l1111111l1111l11111 

0入場主整理室券を紛失または忘れたとき

e選挙人名簿に登裁されていれは投票できます

く〉認が不E語感だった臼ケガをして文字が警げな

いとき

o投重要認に佼率毒事で役警警に行けないとき

@理函によ白、次の期間に選挙管蔑委員会で不在者投書需

ができます五

異薄弱 富島録~7

午前 S時'30分~午後5時三金ぢ

とき 7月3箆〈沼〉
午 後7時~

と之ろ 市農センター

'JZ，車市選挙繁華童書書箆金

もも



率

; 
警

六
月
。
い
ま
、
市
内
の
農
涙
は
田
耕
え
作
業
で
忙
し
い

a

一口

rd吋
作
と
い
っ
て
も
、
多
〈
の
労
力
を
必
要
?
と
す
る
。
間

植
え
の
計
四
L
は
元
関
を
や
幻
、
回
を
耕
zu、
き
れ
い
に
整
預
す

る
。
そ
し
て
、
秋
の
祝
遜
ま
で
に
は
雑
草
学
攻
D
、
追
胞
を
施
し

病
害
虫
も
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

と
の
よ
う
な
労
力
を
一
軽
く
し
、
近
代
前
な
農
業
d
d
uへ
の
努
力

も
積
極
的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
@
そ
の
一
例
と
し
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、
共
同
青
刊
問

中
機
識
化
的
噂
一
入
、
農
薬
の
空
中
散
布
な
戸
品
川
あ
げ
ら
れ
る
。

と
と
ろ
で
、
市
内
白
水
稲
作
設
晶
一
一
摘
は
約
九
百
五
サ
か
で
、

県
下
の
市
町
対
で
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扇
町
大
の
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積
と
生
詰
仲
間
車
一
を
諮
っ
七
い
る
G

い

わ
ば
、
す
塚
市
の
郊
外
は
神
奈
川
県
の
代
涙
的
な
割
合
地
域
だ
ι

市
農
産
課
が
調
べ
だ
昭
和
五
十
年
度
の
調
鷲
炉
長
に
よ
る
と
、

水
稲
の
一
生
語
教
量
は
、
お
よ
モ
凶
ヰ
一
一
一
日
ナ
。
こ
れ
を
金
額
に
す

る
と
十
櫨
八
千
七
百
忍
ば
ヒ
に
も
唱
し
、
重
要
な
再
仕
業
で
あ
る

と
と
を
去
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
釘
市
化
の
波

が
導
山
市
、
耕
地
の
減
少
や
縫
索
後
継
者
な
ど
の
問
問
団
も
抱
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え
て
い

る
。
と
も
あ
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、
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私
た
ち
の
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会
が
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あ
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不潟犬の巡翻収容
摂動物保護センタ}では捨て犬による聖子氏自

増加と犬による危害を防ぐため、不用犬の巡回

収容を行っている。当日犬をだされる方は印

鑑、犬鑑札、注射高察および愛犬手帳を持参し

ていただきたい。なお、収容車の停留f断樹立 5
分間なので担めにおでかけをき。

今月の殺容設 6 Jl22毘(氷〉

串コースと時間

10守∞ 吉沢公民館 13: 45 神間公民 館

10: 15 回公民館 14: 00 真土公民 館

10: 30 櫛殿会館 14: 10 一見宇4コ原公民館

10: 40 富士見公民館 14: 20 豊田公民館

10: 55 花水公民館 14: 30 按島公民館

11 : 05 須要望公民館 14: 50 金田公民 館

11 : 15 松原公民鰐 15: 05 間縄公民 館

11: 25 摂合開ず舎前 15: 20 金自公民 館

11 : 40 I日四之宮公民館

<>罪毒殺親問 7 晃 1 臼~8 Jl31認

や時間午前10時~午後4時'30分
く〉入場料・建校生以上 10合同

9 ノれ中学生 50P3 
。湘南海岸公鼠プーノレ

O議主主ヶ丘プーノレ

@士号らなし、人々と友達になろう

e切るい塁まかな心，鐙f設な体をつくろう

@一日を大切に楽しく過ごしましょう

ーマラジジの王者と定ろう

東海大学宇佐黄彰朗

灘 5 部 16時~16時30分

わかれ

第3 部 12時40分~13時45

分主主主fぬ演義とパレード

第 4 部 14時~16時

分お
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肯和3えらざる故郷 汗羽立竣

支珪E篤車幾華 遠藤層伊

膏帯由静 詰誹そt江工語犠葺
ひま量わつl?フの勲章 伊藤主控圭一

跨イ化己回b舞 台 多岐l刀i儲
月轄〈 秦憤平

わが小県八雲 イ伺悶異夫

軍狐Ii.3"!独虫な女優 戸在板正長康罷二

まひる野上'下 渡i辺辺静一司. 
主生主きるζ と書〈己と 芹沢光拍良

われらのギ Jヤヤジクグ' ロス

レブカス田原人ハモンド・イキス

朝日はわが身 高事員

自然と芸晴 山本鍵百

花守白記 氷上勉

位わざ男わ吉 野夜明如

ItIHlIJIIHノンフィイアシヨンτ"川

右 I11啄木白秘箇 大沢埠

真重要の世界 瀬本慎一

ニッ武ン帝王学 牛島秀彦

日本人の履歴書 樋 口 清 之

知的嵐長の中の女性 渡部界一

情報の探検 板井菊五さ

私自スペイン案内 諸 白 正 夫

2 1世紀の灯火は見える

藤崎信幸{協

四苦八苦眼路百本 永六輔

徹子白部屋 黒柳徹子

植物と文学の旅 意賠傍

乙ノ連社会とクレム2Jジの討すr絶

松島羽

女自然観察会

ササゴイ亡すギ¢一種コの巣やI11原の石田
観揮をする。

• 7月10B(日〉午前 9時~15時雨天中止

・申し込み 8月初日までに往復はがきで博

物館へ。 30人

脅プラヰタワウム案内
[6 íl~7 月 17自火E墨田ナジ']

火塁線査機バイキングは、火星を謂ぺに行

った。火星はいったいどんな世界な白だろう

投影誌 発売時期 務抽時期

土曜日 1信回 12 ' 00 13 ' 40 
2回目 14 ，∞ 15' 00 

10' 30 
13' 30 

1閉 ず

関本の合気認の一覧表

祝い瞬初瀬と五レ反自節コ艶童、 ζれさま、

十七節、小桜お祝い早口言葉、思

払レヘ流れ山、都路、鍛告の娘、密

事実、はつbせ、ほめ雪努宅入樺取D唄

獄盛唄、高砂智jt;念仏地空き唄

仕事関麦うち組、焼米摘唄、田植現、苗取

D唄、田草取D唄、米揖焼、餅揖明

日韓担、膚iヨ揖沼田、籾すfフ担、品取

D唄、管巻日員、木暁E呉、馬子唄、長

持明、お完封書担、屋根醤E貝、石工唄

揖叡刈貝

誼顕現盆跨担貝

悟謡野毛車問、甚句、〈ど書館、大津桧

野毛山iむ中、和宮さま、飴屋敷え唄

しD取白頭、七福神、五回節、ボン

コY担、浮島瞬、早寝、出霊童書官等

子等調 子守唄、重良、お手玉現、縄とぴ担

羽根突きE貝、手合わせ唄等

同20人以上の印刷立、前もっτ博物館の受け

対けにお問い合わせを.

ヲ金援を見る会

.7 ?l 21 臼て木コ午提 6 時~8時雨天畿叉

Dときは中止。ほそい月を観察する。

・申し込み 7?ll1Bまでに往復はがきで博

物館へ。多数の場合4は抽せんで30名。
なお、ノJ、学必以下は父兄同伴で申し込みを

党主重度王手.R.をつくろう

夏休みにモなえて、星座早見をつ〈目、プ

ラネタ])!フムでっかつてみる。

• 7月26B(火〉午後 1 時~4時

・申し込み 7月16日までに往復はが吉で博

物館へ。多数の場合は指せんで40人@

・替担費として当臼に100円徴収する@

女体重量学習シリーズ

骨格標本寄っ〈ろう 7湾初日

魚の骨格標本をつ〈缶、脅のし〈み市役舗

を考えてみる。

・申L込み 7月初日まマまに往復はがきで捧

物館^-，多数の混合仕掛せんでお人@

・封書長小学校4年生以上

・材制載 さ当日に200向徴収する.

..主主麓

委参加申し込みをするときは、'住所、民名、

電話者必ず記入してわただきたい。

女平塚市行政資料展を開く

図書館では、市役所各諜および市内ノ~\h'科学
校で発行した過去 2年間の各種行政資料老収

集してきたのでこ乙にその資軒展聖書書く@

。会綴 6月17B(金)~23 日 C次〉
。場ず了図書館2階特用研究室

会特集『綴懸命恩を求めてJ
神話、援史、考古学、文学なと耶馬台国に

鴎 7るさまざまな本音集めた『治代潜会長一邪

馬台置を求めてー』という特養を次の期間開

催する。

2~雪貸出主主に特集コ』ナ-il'設けられてい

るのでむ利用を

・期間 6 ?l15B Okコ ~7m4日仁木〉

斗奇央臨会 1柵 と14時

， 6 il19尽 (8)
「僕の封は戦場だったj

Yピエト霊長霞 H恥賛同分

。7月248(呂コ

「若者の幸子j

つ

い

プメ 2Jカ映画カラ 1時間40分

すこども狭密会 10時と 14時

， 6月26日〈臼コ

打者無一再守災j カラー 18分
「黄色い雨がさJ カ三ラー 30分

。7月17B(臼〉

「竜莞の諜白動物たちj カラー 27分
「パYダのふるさとJ カヨー 19分

会休館臼銭週月曜臼と信月末日

公平壊市鶴謡館宇 25 4 平瞳市浅間町12
む41 電 話 (31)0415 

決あなたのボランティア①

・8月22臼 E水〉午後6時30分から8時30分
• r青年の生きがいとボランテイア活動」を

テ}マに講演。講師福本春男民

・勤労青少年30人を対象

安楽しいスポーツ教護

• 6)ヲ26B(8)午前10時から12時
ー軽スポ-yとゲ」ム白つどい

・青3年30入者対象

決あなたのポラシティア②

・5月29B(武コ午撞昔時3白台から8時羽分

• rボラシティア活動をすすめるためにJ

言者福本春男氏

・窓理主青少得三30人
催しもの白申し込みは、

犠詰または直接部唖官のうえ

お気軽にどうぞ。

曙話 (32)7029 

銭濁月曜日



い。

女平塚市役所…拝月提施E月曜8~
日荘重 7月 4目、 11日、 18臼、 25日
場所市役所B告書菩tl![

申し込み 篭草舌カv、ガキで

浅間町与一1市保健簡生課

電話 (23) 1111肉親259・260
一~保健所だより-~円

@平壇慌健所 (32・0130)
母子健康手帳をおもちくださ11'.

E車場所・平塩保全呈所

麹時間・ 13時-14時まで

[3かfl児鍵診3
7月 1日 52年 3月 1日-10自主主

7月 88 52年 3月11日-20自主E
7月15臼 52年 3月21日-318主E

[3歳児健診]
7 J'l 7 a 49年 5月 1日-10臼生

7月21日 49年 5月11日-20臼坐

7月28日 49年 5月21日~幻自主

生後10か月から12か月までの赤ち

ゃんが受ける健診です。受診できる

蛮償措鴇idl~毘られます。くわしいこ
とは提鍵所におたずねください。

E診査の通知を受け取ってない方

は、倒随所に取'Dに来てください〉

7月中に満 1歳になるお子さんを

対象に母子指斜教室を開催します@

日時 7月18臼 13時3C分から

場序二 平器保健所

。予防接種iこ必婆なもの
。母子健康苧幡〈転入1じた人は!日住

所で使っていた母子健康手帳〉

@問診察 ζζの惑はd寸、家で記入し

て体温を卸淀してきてくだ古い〉

く〉予効後稜を受げられない人
。予防接種を受けて 1週間たってい

②はしか、BCG、 飽E室、小
ヲタは、それぞれ 11;'月以

ょの間隔をおかなわと受けられませ

ん@⑤モの旬、有熱愚吾、けいれん

佐保障、'[t臓血管系、腎臓または肝臓

に疾患があり密航にとめられている

九 合住所宰官J29の 5 東京ガスに

お勤めの償瀞悔ーさん (33歳〉と

南原小守寸史で事務をとっている富

斐子さん (21歳〉由長女。混在11
か月で磨長41宇、品重11・7キロ。

51年 7月 5司生まれ。

とま夫霊安カ玄武働きなので、毎日お

ばあちゃんと遊んでいる。替の出

るものなら何でも好意。おばあち

ゃんに抱っとされながら、エッエ

ッと小さな指を空に向け、飛行機

が飛んで行くのを教えてくれた@
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<> 7 Jl12蕊(火)~草苑2自問〈火〉

毎週火、金曜日、午前10-11時3C分まで右

足員40人

12月18設(怒〉

市災センター
へ/7'んのオラト

。メサイア、よりハνノレベグ事

コ}ラス、 7-メニ/・コー二ラス

俄 3曲

心演嵩 神奈川保少年ム交響楽団

市民セン Fーでは自主事業として合限E!l員の募集を行っている。

初心者を歓迎しているので、あなたもぜひ参加を。なお、 12月18

臼に市民セγター でひろうする。一泊 。発表受B

むところ

く〉曲践

7月 4日 C月)-7月 88(壷3

見附台悼背館内体青諜へ。な話、申込みをするときは事前に身

長、住室主、 J也E王、脈はく数を測定し、臣室部の騒瞳診断書、印鑑

を持参して、本人が直接申し込む 部育課 (3D3060 

φ受けfすけ

φ申込み先

性別、電話番号を記入し「合ι軍需望」と明記

むうえ、 6月末臼までに市民セジ丘一へ。(子括判Z埋新稽930 電話 32'2235コ
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-
一
一
一
〉

4

チ

ャ

ワ

テ

ィ

バ

ザ

i
悶

お
宅
で
は
事
詩
」
便
Y

え
高
物
が
押
し

入
れ
等
で
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

平
山
置
市
畠

jF

一
意
同
伊
行
支
は
、
捨
て
る

に
お
し
い
衣
頬
や
使
用
し
な
い
贈
答

品
、
古
本
等
、
チ
ャ
け
ど
ア
ィ
パ
ザ
ー

を
調
〈
た
拍
に
不
用
誌
を
捜
し
て
い

る
。
ま
た
、
当
日
働
い
て
い
た
だ
く

労
力
奉
仕
者
も
あ
わ
せ
て
捜
し
て
い

る
。
ザ
び
む
協
力
者
。

マ
チ
ャ
リ
Jテ
ィ
パ
ザ
J1予
定

6
月

日
出
回
〈
日
)

マ
申
込
み
善
意
銀
行
チ
ャ

2
7ィ

パ
ザ
1
M
m
〈
裏
目
ご
三
七
七
〉

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
稽
仙
沼
L

関
す
る
写
真
コ

yク
ー
ル
の
一
伊
品
葬

祭
を
行
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
家
居
や
地
境
、
商
社
施

設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
億
涯

に
関
係
す
る
川
崎
屈
な
ら
向
で
も
歓

迎。マ
作
品
の
規
格
カ
ラ
1
、
白
黒
と

も
キ
ャ
ピ
九
以
上
。

マ
締
め
切
り

7
月
末
日

マ
応
募
先
平
器
市
追
分
1
1必

平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
〈
噂
謡
お

e

一
三
七
七
〉

マ
応
募
ょ
の
注
意
奇
応
募
作
品
に
は

民
名
、
職
業
、
年
齢
、
佐
原
、
噴
話

警
勺
、
密
警
ほ
か
点
ガ
を
品
州
内
7

る
。
②
版
一
曜
は
主
催
者
に
属
す
る
。

…
一
一
級
簿
記
譲
渡
開
聞
く
…

平
場
弱
ヱ
会
議
票
、
は
、
二
組
簿

記
講
座
官
官
隠
〈
。
希
望
さ
れ
る
方
は

震
接
両
日
43会
議
務
へ
申
レ
込
本
莞

マ
期
間

7
月
抗
日
〈
木
〉
か
ら
以

月
4
岳
〈
金
)
ま
モ
の
お
日
間

7
会
場
平
吋
盤
強
会
議
所

マ
琴
議
斜
一
万
八
千
円

マ
申
込
ぷ
七
月
十
八
B
ま
で
に
商

工
会
議
所
へ
受
講
制
砕
を
涛
ふ
え
て
申
し

、争
4
在
。
た
だ
し
、
六
十
名
に
な
り
d

し
だ
い
締
め
切
る
ロ

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
会
議
所

(
電
語
位
二
一
丘
一

O
〉
へ
。

平
出
国
返
役
員
決
ま
る

昭
和
五
十
二
程
度
の
平
境
市
自
活

岳
連
絡
協
議
会
の
反
副
会
話
が
次
の

と
お
り
決
ま
っ
た
。

e
A判
長
野
口
一
郎
市
上
吉
沢
)

・
副
会
長
遠
藤
疋
持
袋
詰
〉

ク
鈴
木
智
〈
下
島
〉

ク
吉
田
茂
雄
〈
長
持
)

・
金
計
本
間
武
雄
〈
宝
町
〉

a

グ
紫
尾
芭
…
〈
豊
田
本
郷
)

・
書
記
米
田
寿
拙
(
松
風
町
)

e

h

グ
山
本
民
作
(
土
産
)

・
監
資
佐
震
忠
重
〈
鯛
殿
〉

'
h
v

風
間
話
之
忍
(
悶
蹄
〉

A
一
市
茂
V

辞
退
-
ほ
道
路
で
あ
b

h
者
白
安
全
手
権
保

す
る
た
め
に
投
ザ
回
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
同
品
や
溺
口
問
棚
な
ど
宇
離
島
〈

と
ζ
ろ

一

で

な

い

こ

と

は

む

承

知

由

と

り

な

、

道

路

パ

ト

ロ

ー

ル

事

擦

に

つ

い

て

も

、

毒

所

有

者

に

謹

お

り

で

す

。

署

桔

よ

ぴ

蘭

節

商

房

企

の

み

な

さ

ん

を

し

て

事

行

者

の

安

八

世

十

世

留

り

た

い

し

た

が

っ

て

、

道

路

に

駒

を

盤

い

の

む

協

力

を

樽

て

、

早

期

に

故

醤

す

と

思

い

ま

す

。

た
D
…
誌
を
売
っ
た
り
す
る
ζ
と
は
可
が
量
九
な
り
一
ま
す
。
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
え
ま
た
、

L

A
道
官
開
補
筆
V

道
路
法
や
、
道
路
童
法
に
よ
る
許
葬
者
自
前
置
定
な
毒
地
官
官
室
走
は
み
出
し
た
庭
木
白
事

4静蕗草寺;清掃作業員
・作業内容 むみ収集作業

・自 室貰 4，300円
省期間 7 月 15日 ~8 月 31 日

傘保険税徴収嘱託員
・作業内容 詔民康健保険白白議会民

。資格 ・満58高までの男子

15人

な
お
、
自
治
会
開
偶
の
窓
口
は
、

県
活
誕
生
活
部
(
電
話
同
お
・
一
}
一

一
内
鶴
一
一
六
回
)
と
な
っ
て
い
る
。

食
中
毒
が
多
発

注
意
し
よ
う
食
品

県
下
で
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
る
。

家
庭
で
の
発
生
が
辛
い
白
で
、
ふ
き

ん
、
マ
ナ
板
の
清
露
、
資
い
農
き
を

せ
ず
、
調
理
し
た
怠
悶
は
す
ん
に
食
べ

る
よ
吉
一
段
麗
し
よ
ラ
。
平
揮
保
鵠
所

老
人
憩
い
の
家
と
し
て
色
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
k
u
留
経
が
敢
修
ヱ
事

の
た
め
、
次
白
期
間
利
用
で
き
な
く

な
っ
た
.
し
ほ
ら
ミ
お
待
ち
を
。

マ
工
事
期
照
六
月
か
ら
八
月

報
告
し
ま
す
。

す
社
会
福
祉
へ
・
馬
烏
八
郎
二
千

円
、
大
久
楳
藷
孝
一
…
一
手
円
若
者

午前 9時~

午焼3時まで

・時給 4251'弓

く〉申込み 6月22日までに職員課へ

市販の鐙歴書を提出する。

-勤務時笥

一
万
七
千
五
言
丹
、
鳩
堂
者
慰
む
会

L

了
万
円
、
石
川
清
}
千
円
、
馬
子

一
一
千
円
、
山
口
平
八
二
千
円
、
匿

名
)
千
円
、
市
役
所
公
害
謀
}

千
六
百
九
寸
コ
円
、
上
努
宏
四
万

在
手
九
百
同
十
四
月
、
永
井
ヤ
一
一

五五
1

向
、
援
名
武
百
円
、
浜
活
中

学
校
一
万
五
千
六
百
円
、

マ
身
体
障
害
者
へ
・
磯
崎
』
古
代
子

限芝山内、

マ
恵
ま
れ
な
い
方
(
氾
〉
へ
。

中
村
小
沼
耕
民
百
四
一
千
四
百
七
十

一
一
向
、
宅
京
地
ば
母
子
福
祉
会
一
一
同

一
一
手
丹
、
〕
市
民
五
子
向
、
置
名

一
万
円
、
平
壇
ス
テ
l
U
ョ
ジ
ピ
ル

呂
庖
金
二
十
七
万
ム
ハ
千
一
一
…
百
一
一
一
十

六
円
、

マ
受
通
選
児
へ
a

っ
ち
る
A
M

落
合

託
子
円
、
鈴
木
照
議
一
万
円
、
つ

も
司
会
樽
回
二
千
円
、

円
以
上

τ月
初
日
混
在
)

出
活
一
課
で
一
崎
市
警
ノ
l
ル
の
場

内
売
市
れ
の
F

使
用
者
炉
事
日
増
し
で
い

る
a期

聞
は
、
七
月
一
白
か
ら
八
月
一
一

十
一
日
ま
で
の
二
か
月
間
ゼ
、
務
蹴

んク丘プ
1
ん
が
ニ
底
輔
、
期
掃
海
岸

公
樹
プ
ー
ん
が
一
路
舗
を
持
議
す

る。マ
蔽
猪
口
出
パ
ジ
、
車
中
十
、
午
弐

怜
果
、
弁
山
寸
込
(
お
す
し
、
お
に
ぎ
り
)

な
ど

和信
?
H
ぴ
ん
類
の
販
売
は
桑
止
a

マ
資
格
市
出
リ
L
一
年
以
上
引
き
識

さ
県
庄
一
し
、
か
っ
、
同
一
の
業
咋

営
む
方

3

7
使
用
料
一
筋
舗
一
一
一
万
円

マ
申
込
T

4

6
月
初
円
口
〈
月
〉

下

"λ 
-ー噂

E盟i藍1琴線沿いの水準点変化

している所ほど、地弾沈下が大

吉いといえます。

乙の粘土扇と砂レキ閣はどのよ

うにして作られたのでしょう力、

奇から約2万年前の氷河時代には

海水誼は現在よりも約100mも伝

〈、今の相模平野はなく、招撰)11

が深い谷を作って流れていました

モの後、気E震が次第に担額となる

にしたがい、在草宣車は上昇し椙模j[f

の谷を埋めるよ 5にして、砂レキ

層や粘土層がたい揖しました。そ

れは約6000年前までのことです。

とうじて作られたと層の沈下

をおさえるには、どヨすればよい

白でしょうか。地盤沈下の際部土

地下水の〈みあげ過ぎにあるので

すか島、くみあげ景を規制すると

とが必要なわけです。今、市全保

では一日に 5万5000トシ前後の地下

水をくみあげています。 ζ の〈み

あげ墨は最盛期に比べて約半分ま

でに掛ってきてお担、それととも

に地韓沈下もおさま DつつあDま

す。今後もさらに地下水を節約す

れば、市域での地盤tt下を止める

ととか可能になるでしょ 5ロ

※お尋ねは博物館 (33-5111)

盤

3翼t-100

様
沈

下ト200

~ー~、21一一~叩，議
私たちの住む土地は

いつむろどのよヨにし

てできたのでしょう

か。自然に触れながら

その生いたちを寄えて

みましょうa

と

最近私たちは、大きな建物の入 ! 
口に段差是り交できていたD、建物白 i 
太い柱のところだけが感D上がっ i 
ていたD、壁やへいにヒピ割れが i 
bまいっていたりするのを見かける j 
ζ とがあDます。 I

ζ のような現象は地探訪下によ j 
って♀!きおこされたもので、平援 i 
市でも10年ほど前から地鍵白下亘書 j 

象が現われ始めました。昭和43年 i 
から48年ζ ろには最もお下がひど i 
h 年間最大50間以上に達した所 i 
もあ白ます。この沈下調室裂は、相 i 
槙)1日沿いや新町周辺の工場地帯が i 
最も議しく、平長まの市街地全体に j 

まで広がっ亡いました。 I
なぜ、このような現象が生じる i 

のでしょうか。大工場では、地下 j 
50~80m付近に分布する砂レキ層 j 
中から地下水を多量にくみあげ、 i 
工業用水として利用しています@ j 
多くのヱ場で地下水音利用しすぎ i 
ると、モの砂レキ尾曹の上位にある i 
軟弱な粘土趨からも水がしぼ担出 i 
されて、その粘土曜の軍さが多少 i 
簿〈な白、その簿くなった分だけ i 
地盤が担了でするわけです。ですか i 
ふこの勝弱な結ごし習が摩〈分布 j 

30自

、
た
い
て
い
一
歳
な
い
し
一

ト
や
っ
と
議
備
が
盤
い
、
機
が
熱
し

ぼ
て
初
め
て
ζ
と
ば
を
じ
ゃ
べ
る
よ

り
う
に
な
り
ま
ナ
。

α

赤
ち
ゃ
ん
は
、
一
一
、
一
一
一
か
月
に

荷
な
去
で
し
「
ア
1
」

3
1」
な
と

や
献
の
声
を
〈
り
哲
学
よ
う
に
な

F
3

時
り
ま
す
。

ζ
れ
は
音
が
出
る
ζ
と

伏
吋
金
設
す
実
験
の
よ
吉
な
右
の
立
後

，
一
、
の
こ
と
ば
の
上
西
ど
な
b
竜
丸

に
こ
に
己
主
見
直
同
一
、
と
て
も
去
し
か
し
、
脅
か
出
る
だ
げ
で
は
ま

槽
豊
か
な
A
右
は
三
歳
否
、
や
つ
だ
こ
と
ば
に
な
り
ま
せ
ん
。

ζ

と

と
単
語
が
-
高
え
ま
す
。

E
君
は
四
ば
を
し
ゃ
べ
る
に
は
、
ひ
と
に
同

議
で
す
が
、
や
は
り
単
語
が
直
え
か
を
払
え
た
い
と
い
う
気
詳
ち
と

る
よ
ぶ
つ
に
な
っ
た
ば
か
D
で
ナ
。
そ
れ
ぞ
伝
え
る
た
め
の
こ
と
ば
の

ふ
た
D
と
も
、
乙
ち
ら
の
這
う
こ
手
本
が
必
要
で
ナ
。
し
た
が
っ
て

と
は
た
い
て
い
瑚
鮮
で
き
、
践
に

ζ

の
時
期
に
、
お
母
さ
ん
が
掠
ち

ぷ
企
対
す
る
柔
構
や
ζ

止
は
以
外
ゃ
ん
に
話
し
か
け
る
こ
と
は
、
と

の
面
否
の
遅
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
も
大
切
一
だ
と
き
え
ま
す
。

よ
E

つ
で
す
。
ま
た
、
ふ
一
一
二
二
一
一
挙
お
母
さ
ん
が
事
υ
か

た
り
白
お
母
苧
ん
は
口
幹
行

dι~
、F
け
な
が
ら
捧
ち
ゃ
ん
の

を

Zえ
て
次
の
よ
5
諦
品
ゴ
弘
世
話
ケ
ず
る
と
い
う
滋

に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
一
一
長
問
か
い
人
開
票
室
じ

「
お
と
な
し
く
て
一
主
モ
号
、
一
一
ぱ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
治

か
か
ら
ず
、
と
で
も
詩
誹
U
H
A
fレ
中
に
は
、
選
辛
ん
に

て
や
す
い
子
で
し
た
。

3
4
3
1
一
-
J
呼
び
か
け
た
い
気
持
ち

絵
本
や
お
も
ち
ゃ
を
も
た
せ
て
お
向
か
伝
え
た
い
気
持
ち
が
芽
は
え

け
は
ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
た
の
で
ま
ナ
。
同
時
に
、
そ
れ
ど
は
ど
ん

そ
白
ま
ま
に
さ
せ
て
お
い
た
の
で
な
乙
と
ば
を
使
え
ば
い
い
か
も
学

す
炉
、
そ
れ
が
い
け
な
か
っ
介
6
ん
で
い
き
ま
す
。

で
し
ょ
う
か
」
と
。
原
悶
は
簡
単
に
決
め
ら
れ
ま
せ

持
ま
れ
た
李
白
ゃ
ん
以
、

ζ

と
ん
が
、
お
母
さ
ん
の
話
し
か
け
が

ば
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
準
備
凌
少
な
か
っ
た
ζ

と
も
影
響
し
て
い

つ
み
震
ね
て
い
き
ま
す
。
在
し
て
る
こ
と
は
確
か
だ
F
溢
わ
れ
ま
す

く>l担問日程 6月20日 E月) . 27臼 C月コー 28臼

(火〉横浜ゴム/29日 α()中高官横浜エイロタ

イツブ、午後大東俗学/7月 4日(}'l)IJ寸法議

王子金扇

一一一一<>一一一-<>一一一一一く〉一一一一ー

や<><>ど協力品哲がとうございましたφ<><>
B産車悼献血会 514:2位、日援すニ」沼南44京、

j邑地IR自治会144本、崇蕃地区自治会120京、

F市有F内可Uにこ住んて

の中泊かミら 7れ，αEお3入を主単詳純無{作宇為に選ひぴ
、

ました3 調査表が潟いた方はご協力お

説丸、します。

今回の調査は、団体やサークノレの参

加状況にボラ γテ ィ ア 活 動 の 実 態 と 意

識。さらに「ひらつか議会だよワJに

ついてお侭いします。

<>実務時鶏 1fl í 箆 ~1 B玄で

※なお、問時期にあなたのおf土事を調べる「就難

構造基本議議EJ も行われるのでな協力くださいa

市行政課統計議室華揮 ζ23コ1111内糠34皐
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